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【
略
年
譜
】

一
九
五
七
年
一
月
一
日
糸
満
町
に
生
ま
れ
る

一
九
七
五
年
三
月

沖
縄
県
立
糸
満
高
等
学
校
卒
業

一
九
八
一
一
年
三
月

沖
縄
国
際
大
学
商
経
学
部
経
済
学
科
卒
業

一
九
八
六
年
一
月

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
研
究
生
修
了

一
九
八
九
年
三
月

琉
球
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
八
九
年
六
月

那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
市
史
編
集
室
嘱
託
（
～
一
九
九
四
年
三
月
）

一
九
九
○
～
九
五
、
九
九
～
二
○
○
一
一
一
年
度
沖
縄
大
学
・
琉
球
大
学
・
沖
縄
国
際
大
学
に
て
非
常
勤
講
師

一
九
九
九
年
三
月

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
日
本
社
会
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学

二
○
○
四
年
四
月

沖
縄
大
学
法
経
学
部
助
教
授
に
着
任
（
の
ち
准
教
授
）

一
一
○
’
○
年
九
月
三
○
日
死
去
（
享
年
五
一
一
一
）

二
○
’
○
年
一
二
月

第
三
一
回
沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
文
化
賞
正
賞
受
賞
（
『
〈
近
代
沖
縄
〉
の
知
識
人
」
吉
川

屋
嘉
比
収
略
年
譜
・
主
要
著
作
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一
一
○
一
一
年
二
月

［
主
要
著
作
】
＊
冒
頭
に
特
記
な
き
は
論
文
（
単
著
）

一
九
八
九
年
六
月
可
能
性
と
し
て
の
「
方
言
論
争
」
ｌ
柳
宗
悦
の
言
説
を
読
む
一
「
新
沖
縄
文
学
」
第
八
○
号
、
特

集
》
沖
縄
と
柳
宗
悦
ｌ
柳
宗
悦
生
誕
百
年
記
念
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
一

一
九
九
○
年
三
月
「
海
を
歩
く
」
人
々
の
思
想
ｌ
糸
満
漁
民
考
（
「
新
沖
縄
文
学
」
第
八
三
局
特
集
》
糸
満
ウ
ミ

ン
チ
ュ
ー
の
世
界
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）

’
九
九
○
年
一
二
月
玉
野
井
理
論
に
お
け
る
方
法
的
視
座
の
転
換
Ｉ
客
観
性
か
ら
主
体
性
へ
（
『
新
沖
縄
文
学
一
第

八
六
号
、
特
集
》
王
野
丼
芳
郎
と
沖
縄
、
沖
縄
タ
ィ
ム
ス
社
）

一
九
九
一
年
一
二
月
「
沖
縄
戦
」
を
考
え
る
〈
位
置
〉
（
『
脈
』
第
四
四
号
、
特
集
い
沖
縄
戦
、
脈
発
行
所
）

一
九
九
二
年
一
二
月
鏡
か
ら
テ
ク
ス
ト
ヘ
ー
マ
レ
ビ
ト
の
戦
後
沖
縄
に
関
す
る
言
説
の
変
容
（
『
新
沖
縄
文
学
」
第

九
四
号
、
特
集
》
マ
レ
ビ
ト
の
視
線
ｌ
沖
縄
を
見
つ
め
る
人
々
、
沖
縄
タ
ィ
ム
ス
社
一

一
九
九
三
年
六
月
日
琉
同
祖
論
か
ら
地
域
固
有
性
へ
（
宮
良
高
弘
編
『
日
本
文
化
を
考
え
る
ｌ
北
と
南
か
ら
の
視
点
」

第
一
書
房
）

一
九
九
四
年
三
月
沖
縄
方
一
一
一
一
口
論
争
に
お
け
る
柳
宗
悦
の
思
想
（
「
沖
縄
文
化
」
第
二
九
巻
第
一
・
二
号
Ⅱ
通
巻
第
七
九
・

弘
文
館
）

第
三
八
回
伊
波
普
猷
賞
受
賞
ｓ
沖
縄
戦
、
米
軍
占
領
史
を
学
び
な
お
す
』
世
織
書
房
）
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八
○
合
併
号
、
沖
縄
文
化
協
会
）

一
九
九
四
年
一
一
月
一
一
四
日
～
九
五
年
二
月
七
日
《
新
聞
連
載
》
島
袋
全
発
く
人
物
列
伝
・
沖
縄
一
一
一
一
口
論
の
百
年
〉

（
「
沖
縄
タ
イ
ム
二
全
五
一
回
連
載
）

一
九
九
六
年
一
一
月
沖
縄
、
土
地
の
記
憶
Ｉ
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ズ
ム
の
思
想
（
「
神
奈
川
大
学
評
論
」
第
二
五
号
、
特

集
卵
沖
縄
・
ア
ジ
ア
か
ら
の
戦
後
半
世
紀
、
神
奈
川
大
学
広
報
委
員
会
）

一
九
九
七
年
三
月
「
琉
球
民
族
」
へ
の
視
点
ｌ
伊
波
普
猷
と
島
袋
全
発
と
の
差
異
〈
「
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
一
第

八
号
、
特
集
》
伊
波
普
猷
没
五
○
年
記
念
、
浦
添
市
立
図
書
館
）

一
九
九
七
年
八
月
「
琉
球
人
種
論
」
の
背
景
ｌ
伊
波
普
猷
と
鳥
居
龍
蔵
と
の
交
流
一
『
が
じ
…
通
信
」
第
一
二

号
、
椿
樹
書
林
）

一
九
九
七
年
八
月
「
沖
縄
」
に
穿
っ
思
想
と
し
て
ｌ
新
川
明
さ
ん
へ
の
手
紙
一
絞
説
舎
編
一
文
学
批
評
救
説
」
第

一
五
号
、
特
集
い
検
証
戦
後
沖
縄
文
学
、
花
書
院
）

’
九
九
八
年
一
○
月
〈
沖
縄
〉
と
い
う
当
事
者
性
の
展
開
Ｉ
「
琉
球
民
族
」
へ
の
視
点
を
通
し
て
（
「
歴
史
学
研
究
」
第

七
一
六
号
牢
大
会
増
刊
、
歴
史
学
研
究
会
）
※
’
九
九
八
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
・
近
代
史
部
会
報
告

一
九
九
九
年
三
月
古
日
本
の
鏡
と
し
て
の
琉
球
ｌ
柳
田
国
男
と
沖
縄
研
究
の
枠
組
み
一
「
南
島
文
化
」
第
二
一
号
、

沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
）

一
九
九
九
年
一
二
月
《
対
談
》
資
料
館
問
題
を
開
く
（
『
け
－
し
風
』
第
二
五
号
、
特
集
》
検
証
・
平
和
資
料
館
問
題
、
新
沖
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縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
）
※
対
談
者
四
岡
本
恵
徳

二
○
○
○
年
三
月
基
礎
資
料
整
備
と
方
法
的
模
索
ｌ
近
代
沖
縄
思
想
史
研
究
の
現
状
と
課
題
一
「
史
料
編
集
室
紀

要
』
第
二
五
号
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
）

二
○
○
○
年
五
月
《
編
集
委
員
》
「
沖
縄
を
知
る
事
典
」
編
集
委
員
会
編
「
沖
縄
を
知
る
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ッ
）
※
計
一
三
項
目
執
筆

二
○
○
○
年
六
月
ガ
マ
が
想
起
す
る
沖
縄
戦
の
記
憶
（
『
現
代
思
想
』
第
二
八
巻
第
七
号
、
特
集
い
脱
冷
戦
と
東
ア
ジ
ア
、

青
土
社
）

一
一
○
○
一
年
一
一
一
月
《
編
集
委
員
》
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
け
－
し
風
』
編
集
運
営
委
員
（
第
一
一
一
三
号
～
）
※
同
誌

上
に
寄
稿
、
座
談
会
司
会
等
の
記
録
多
数
（
詳
し
く
は
、
『
け
－
し
風
」
第
六
九
号
、
二
○
一
○
年
一
二

月
、
「
〈
資
料
〉
本
誌
に
お
け
る
屋
嘉
比
収
さ
ん
の
軌
跡
」
を
参
照
）

二
○
○
二
年
四
月
伊
波
普
猷
に
お
け
る
「
沖
縄
学
」
の
形
成
１
日
琉
同
柤
論
と
比
較
言
語
学
の
影
響
一
一
東
北

学
」
第
六
号
、
総
特
集
入
南
〉
の
精
神
史
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

二
○
○
二
年
五
月
歴
史
を
眼
差
す
位
置
ｌ
「
命
ど
う
宝
」
と
い
う
発
見
〈
上
村
忠
男
編
一
沖
縄
の
記
憶
／
日
本
の
歴

史
』
未
来
社
）

一
一
○
○
一
一
年
六
月
戦
没
者
の
追
悼
と
〃
平
和
の
礎
〃
（
「
季
刊
戦
争
責
任
研
究
」
第
三
六
号
［
一
一
○
○
二
年
夏
季
］
、
特

集
い
靖
国
問
題
と
戦
没
者
追
悼
、
日
本
の
戦
争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
）
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二
○
○
二
年
一
二
月
越
境
す
る
沖
縄
ｌ
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
文
化
変
容
（
「
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
９
冷
戦

体
制
と
資
本
の
文
化
〈
’
九
五
五
年
以
後
１
廷
岩
波
書
店
）

二
○
○
一
一
一
年
一
一
月
《
編
集
委
員
》
「
沖
縄
を
知
る
事
典
」
編
集
委
員
会
編
「
沖
縄
を
深
く
知
る
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ッ
）
※
計
五
項
目
執
筆
、
他
に
一
項
目
の
鼎
談
記
録
で
司
会

二
○
○
三
年
六
月
殺
さ
れ
た
く
な
い
し
、
殺
し
た
く
な
い
Ｉ
沖
縄
の
反
戦
運
動
の
根
一
「
現
代
思
想
」
第
三
一
巻

第
七
号
、
特
集
率
反
戦
平
和
の
思
想
、
青
士
社
）

二
○
○
’
一
一
年
六
月
近
代
沖
縄
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
認
識
の
変
遷
（
『
別
冊
「
環
』
６
琉
球
文
化
圏
と
は
何
か
』

藤
原
書
店
）

二
○
○
三
年
一
○
月
「
水
平
軸
の
発
想
」
／
私
的
覚
書
Ｉ
「
集
団
自
決
」
を
考
え
る
視
点
と
し
て
一
「
琉
球
ア
ジ
ア
社

会
文
化
研
究
」
第
六
号
、
琉
球
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
会
）

一
一
○
○
四
年
七
月
仲
間
内
の
語
り
が
排
除
す
る
も
の
（
「
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
』
第
一
三
号
、
総
特
集
牢
イ
メ
ー
ジ
の
イ
ク
サ
場
１
１

特
集
１
［
琉
球
電
影
列
伝
］
〈
翻
訳
〉
と
〈
分
有
〉
の
鼓
動
、
Ａ
Ｐ
Ｏ
）

二
○
○
五
年
二
月
顕
現
す
る
「
国
境
」
Ｉ
沖
縄
与
那
国
島
の
密
貿
易
終
息
の
背
景
一
岩
崎
藷
大
川
正
彦
中
野

敏
男
季
孝
徳
編
「
継
続
す
る
植
民
地
主
義
ｌ
ジ
ェ
ン
ダ
「
／
民
族
／
人
種
／
階
級
」
青
弓
社
）

二
○
○
五
年
四
月
沖
縄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
「
沖
縄
文
化
」
の
発
見
ｌ
沖
縄
学
、
日
本
民
俗
学
、
民
芸
運

動
の
交
流
／
復
帰
運
動
と
戦
後
沖
縄
の
思
想
（
豊
見
山
和
行
・
高
良
倉
吉
編
『
琉
球
・
沖
縄
と
海
上
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の
道
〈
街
道
の
日
本
史
研
〉
』
吉
川
弘
文
館
）

二
○
○
五
年
五
月
銃
口
は
ど
こ
へ
向
け
ら
れ
た
か
ｌ
〈
場
〉
を
開
い
て
ゆ
く
た
め
に
〈
黒
澤
亜
里
子
編
『
沖
国
大

が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
日
』
青
土
社
）

二
○
○
六
年
三
月
沖
縄
戦
に
お
け
る
兵
士
と
住
民
ｌ
防
衛
薑
少
年
護
郷
隊
、
住
民
虐
殺
一
「
岩
波
講
座
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
５
戦
場
の
諸
相
』
岩
波
書
店
）

二
○
○
六
年
九
月
自
ら
の
内
側
を
穿
っ
思
想
Ｉ
新
川
明
の
「
反
復
帰
」
論
（
「
季
刊
前
夜
一
第
九
号
、
影
書
房
一

二
○
○
六
年
一
○
月
沖
縄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
語
る
こ
と
、
そ
し
て
語
り
な
お
す
こ
と
Ｉ
「
沖
縄
研
究
」
の

現
在
に
つ
い
て
薪
崎
盛
嶢
比
嘉
政
未
家
中
茂
編
「
沖
縄
の
自
立
シ
マ
の
力
（
下
Ｔ
沖
縄
か

ら
何
を
見
る
か
沖
縄
に
何
を
見
る
か
〈
沖
縄
大
学
地
域
研
究
叢
書
７
〉
」
コ
モ
ン
ズ
）

二
○
○
六
年
一
二
月
《
共
編
箸
》
「
沖
縄
の
占
領
と
日
本
の
復
興
Ｉ
植
民
地
主
義
は
い
か
に
継
続
し
た
か
」
一
青
弓

社
）
※
共
編
者
》
中
野
敏
男
・
波
平
恒
男
・
李
孝
徳

二
○
○
七
年
一
一
月
岡
本
恵
徳
の
作
法
（
『
す
ば
る
」
第
一
一
九
巻
第
一
一
号
、
特
集
函
「
復
帰
」
弱
年
オ
キ
ナ
ワ
の
「
心
熱
」
、

集
英
社
）

二
○
○
七
年
三
月
「
日
本
語
」
「
日
本
民
族
」
の
編
成
で
い
か
に
翻
弄
さ
れ
た
か
ｌ
沖
縄
の
郷
土
史
奉
島
袋
全

発
の
軌
跡
（
古
川
ち
か
し
・
林
珠
雪
・
川
口
隆
行
編
『
台
湾
・
韓
国
・
沖
縄
で
日
本
語
は
何
を
し
た
か
」

三
元
社
）
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二
○
○
七
年
一
○
月
《
座
談
会
》
今
を
聴
く
こ
と
、
語
り
を
開
く
こ
と
ｌ
比
嘉
豊
光
『
島
ク
ト
ゥ
バ
で
語
る
戦
世
」

を
め
ぐ
っ
て
（
『
写
真
０
年
沖
縄
日
・
【
○
四
ｍ
ｇ
の
円
の
．
、
筐
の
ご
日
の
の
の
別
冊
」
ｇ
ｏ
８
，
日
目
の
風

、
皇
の
ご
）
※
座
談
会
参
加
者
》
仲
里
効
（
司
会
）
・
西
谷
修
・
比
嘉
豊
光

一
一
○
○
七
年
一
一
月
近
代
沖
縄
像
の
表
象
と
組
み
替
え
（
「
沖
縄
文
化
の
軌
跡
』
雪
邑
Ｓ
『
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
県
立
現
代

美
術
館
支
援
会
盲
目
）

二
○
○
八
年
七
月
～
○
九
年
一
月
《
叢
書
共
編
》
シ
リ
ー
ズ
『
沖
縄
・
問
い
を
立
て
る
』
全
六
巻
（
社
会
評
論
社
）

※
共
編
者
》
近
藤
健
一
郎
・
新
城
郁
夫
・
藤
澤
健
一
・
鳥
山
淳

二
○
○
八
年
一
○
月
《
編
著
》
『
沖
縄
商
い
を
立
て
る
４
友
軍
と
ガ
マ
ー
沖
縄
戦
の
記
憶
」
（
社
会
評
論
社
）

二
○
○
八
年
一
○
月
戦
後
世
代
が
沖
縄
戦
の
当
事
者
と
な
る
試
み
Ｉ
沖
縄
戦
地
域
史
研
究
の
変
遷
「
集
団
自

決
」
、
「
強
制
的
集
団
自
殺
」
（
屋
嘉
比
収
編
「
沖
縄
商
い
を
立
て
る
４
友
軍
と
ガ
マ
ー
沖
縄
戦

の
記
憶
」
社
会
評
論
社
）

二
○
○
八
年
一
○
月
「
反
復
帰
論
」
を
、
い
か
に
接
木
す
る
か
１
反
復
帰
論
、
共
和
社
会
憲
法
案
平
和
憲
法

ｓ
情
況
」
第
三
期
第
九
巻
第
八
号
、
情
況
出
版
）

二
○
○
八
年
一
二
月
「
日
琉
同
柤
論
」
と
い
う
言
説
〈
九
州
史
学
研
究
会
編
「
境
界
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
ｌ
「
九
州
史

学
』
創
刊
五
○
周
年
記
念
論
文
集
上
」
岩
田
書
院
）

二
○
○
九
年
九
月
米
軍
占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
植
民
地
状
況
’
’
九
五
○
年
代
前
半
の
個
と
情
況
に
つ
い
て
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一
一
○
一
一
年
三
月

二
○
○
九
年
一
○
月

一
一
○
一
○
年
三
月

二
○
一
○
年
一
一
月

（
岩
崎
稔
・
上
野
千
鶴
子
・
北
田
暁
人
・
小
森
陽
一
・
成
田
龍
一
編
箸
『
戦
後
日
本
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
１

「
仙
・
印
」
年
代
」
紀
伊
國
屋
書
店
）

《
単
著
》
『
沖
縄
戦
、
米
軍
占
領
史
を
学
び
な
お
す
１
１
Ｌ
記
憶
を
い
か
に
継
承
す
る
か
』
（
世
織
書
房
）

《
単
著
》
『
〈
近
代
沖
縄
〉
の
知
識
人
１
１
１
島
袋
全
発
の
軌
跡
』
（
吉
川
弘
文
館
）

沖
縄
現
代
史
を
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
叙
述
す
る
可
能
性
（
「
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
／
方
法
と
し
て

の
沖
縄
」
研
究
会
編
デ
ジ
ァ
の
な
か
で
沖
縄
現
代
史
を
問
い
直
す
Ｉ
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
現
代
史
」
韓

国
版
・
中
国
語
版
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ｕ
〉
』
沖
縄
大
学
地

域
研
究
所
）

自
ら
を
穿
っ
思
想
ｌ
岡
本
恵
徳
「
水
平
軸
の
発
想
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
読
者
へ
一
一
け
‐
し

風
』
第
七
○
号
、
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
）
※
「
熱
風
学
術
』
第
四
輯
（
二
○
一
○
年
八
月
）
に

岡
本
恵
徳
「
水
平
軸
の
発
想
ｌ
沖
縄
の
「
共
同
体
意
識
」
に
つ
い
て
」
の
中
国
語
訳
と
と
も
に
訳
載

（
翻
訳
卵
胡
冬
竹
）
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